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家庭医学百科、暮しの医学大事典、日常医療辞典などなど、
病名や病気に関しては、色々な名称の本が色々な出版社から出
版されている。しかしどれもこれもぶ厚い本で、大きな版で作
られている。「これじゃあ、重たくて見る気もしないじゃないか! 
」 しかも多くの写真や図があるだけでなく、同じことがあちこ
ちに書いてあり、2 度手間、3 度手間の本が多い。
「こちらを見ると、あちらを見よ」、「あちらを見ると、そち

らを見よ」とページが指定され、あちこちを見ても結局は何も
分らずという場合が多い。こういうことになってしまうのは、
たった一冊の本を書くのにひどい場合には、100 人以上の医者
が連名で名を連ねているからだろう。連帯責任は無責任の原則

を地で行くような本が医学書には本当に多い。
「人は健康を失って始めて、健康の有難さを知る」と云われ

るが、病気になった時には、「ああ、早く治らないかな」と思
うものだ。しかし一旦罹

かか

ったが最後、もう 2 度とは治らない病
気もあるのでそういう病気は十分に注意する必要がある。特に
事故で体の一部を失ってしまったときには本当に不幸である。
更に不幸なことは、事故で頭部を損傷した場合である。これに
よって生涯精神病院のお世話になってしまう人も多い。五体は
満足なのに、魂だけが悪魔に奪われてしまった人間を見るのは
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本人も可哀想だが、家族も苦労するし、周りの人々も大変な迷
惑である。

医者は名を貸すだけで金になるせいか、あちこちに名だけを
貸してゴッツウ儲けている者も多いようだ。日本に限らず、諸
外国においても、医者の多くが資産家になってしまっている例
が多いが、これは非常に遺憾なことである。金がほしいのなら
医者などはやめて、国会議員でもやって儲けなさいと言いたく
もなる。なぜなら医者が儲けるということは、患者を犠牲にし
て儲けていることになるからだ。

そこで何とか分りやすくて、読みやすくて手ごろな大きさで、
病気の知識に関する本は出来ないものかと思って作ったのが本
書である。その構成と内容は、書店で購入した医学事典と図書
館で借りた医学百科を合わせて数冊読み、各種の病気などにつ
いて、一般的通説的と思われる個所だけを取り出し、簡潔、簡単、
明瞭にまとめ上げたものである。こういう症状ならこういう病
気で、ああいう原因で起ったようだから、ああいう治療がされ
るのだろう、といった目安で本書を使ってもらえばよい。ただ
決してこの本を使って自分の病気を治そうとしたり、ましてや
他人の病気を治そうなどとは考えないでもらいたいので、くれ
ぐれもご注意を。

著者
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まずは本書の漢字の使い方について。医学用語の一部には大
変に字画数の多い漢字が使われている。「読めない、書けない、
むかつく」。そこで本書では以下の基準を勝手に決めて使うこ
とにした。まず漢字は 15 画以上のものは原則として使わない。
ただ「驚く」とか、警察の「警」などの、日常よく使うものは
やむを得ず使うことにした。そして逆に 15 画未満の漢字は積
極的に使うことにしてある。この観点から形式名詞は、「場合、
時」など漢字で書くことが多い。反面、電算機が容認している
簡略字は積極的に使う。例えば、年齢は年令、10 歳は 10 才、
などである。

送り仮名については活用しない部分は漢字に含ませるという
方式を使う。例えば「くらす」は暮す、「ことなる」は異るな
どとする。しかし電算機の入力上めんどうな場合は止め。自動
詞と他動詞の場合には次のようにする。「変ると変える」、「代
ると代える」など。漢字二字の熟語についても出来る限り漢字
に音を含ませる方式とする。「とりけし」は取消、「とりけす」
は取消す、「くみあい」は組合、「くみあう」」は組合う、「くみ
あわせる」は組合せるなどで書く。

専門用語というものは難しい漢字や、読みにくいものが多い。
これは学者らが学者ぶりたいことの表れであろう。大人げない

第１章　凡例と基礎事項
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ことであるが止むを得ないので、従うことにする。紛らわしい
語の例を少しだけ挙げておく。「喀

かっけつ

血、吐
と け つ

血、止
し け つ

血」、「潰
かいよう

瘍、
腫
しゅよう

瘍、膿
のうよう

瘍」、「口
こうくう

腔、咽
いんとう

頭、喉
こうとう

頭」、「癤
せつ

、廱
よう

、瘤
りゅう

」、「脛
けい

骨
こつ

、頸
けい

骨
こつ

」「疼
うず

く、痺
しび

れ、腫
は

れ、捩
ねじ

れ、捻
ひね

り」、「睫
ま つ げ

毛、眉
ま ゆ げ

毛、瞼
まぶた

」な
どなど、たくさんある。

さて、本書の核心部分は第二章の「五十音順の病名」である。
ここでは約 700 種の病名を五十音順に書き、症状と予防法な
どを簡単にまとめてある。しかし医学用語と日常用語とで、言
い方が異なるものは、原則として医学用語を優先してある。従っ
て第二章で調べても載っていない病名は、索引で調べてみると
出てくる場合もある。例えば「はしか」は第二章の項目にはな
いので、索引を見ると「はしか・・・180」とあるので、180 ペー
ジを見ると「麻疹」の項目に「はしか」も書いてあるという具
合である。

また五十音別の配列方法については、うっ血は「うつけつ」、
黄疸は「おうだん」の順とし、チューブは「チユブ」、ポリー
プは「ポリプ」、BHC は「ビエイチシ」の順としてある。要す
るに促音の「っ」と拗音の「ゃ、ゅ、ょ」は「つ、や、ゆ、よ」
とし、音を伸ばす「－」は無視する方式で書いてある。

１－１　体各部の名称

本節では人体の主要な部分の呼び方と機能を簡単にまとめて
おくことにする。まず五体とは、両手、両足、頭をいう。五臓

とは、心臓、腎臓、肝臓、膵臓、脾臓をいう。五臓は中国古来
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の医学から作られた言葉ゆえ、現在では存在しない臓器を含め
ている説もあるので、あまり信用は出来ない。例えば五臓六腑

というときの六腑は、胆のう、小腸、胃、大腸、膀胱、三焦を
云っているが、三焦は存在していない。

そこで本書では人体を 7 つに分けることにした。
呼吸器系（the respiratory tract）とは、呼吸に関係するす

べての器官をいい、鼻、口、上咽頭、喉頭、気管、気管支、気道、
肺がこれである。鼻に入った空気は鼻腔を通って、上気道部に
入る。口腔の後には扁桃腺が、鼻腔の後にはアデノイドがあり、
これらは感染に対する抗体を作る免疫の役目をしている。咽頭
つまり喉の下には喉頭蓋があり、食べ物が気管に入るのを防い
でいる。喉頭には声帯（vocal cords）があり、空気がそこを
通ると音が出る。更に空気は肺胞と呼ばれる小さな薄い壁の袋
に入る。空気中の酸素は、この袋の中で肺の中の毛細血管中の
赤血球に移され、そして体内から二酸化炭素が排出される。

肺は肋膜という膜でまわりを取囲まれており、その中で自由
に動けるようになっている。吸気の間は肺の下にある横隔膜が
収縮し、胸腔が拡大し、その結果肺が膨らむようになっている。
尚、平均的な呼吸数は新生児で 65 回 / 分、成人で 20 回 / 分ほ
どである。

骨格系（the skeletal tract）とは、多くの骨が全体として一
緒になって、体のほかの部分を支えかつ体の外観を作っている
ものをいう。骨とは、蛋白質にミネラルが沈着して出来た組織
で、柔軟性があり年令と共にその形と大きさが変化するもの
をいう。人間の体には主要な骨が、206 個ありその内のいくら
かは次のとおりである。頭蓋骨、顎

あご

の骨である下
が が く こ つ

顎骨、首の骨
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である頸
けい

椎
つい

、鎖骨、肩甲骨、上腕骨、前腕の骨である尺骨と橈
とう

骨
こつ

、胸にある肋骨と胸骨、脊柱の上下にある胸椎と尾
び て い こ つ

骶骨、大
腿骨、脛

すね

にある脛
けい

骨
こつ

と腓
ひ

骨
こつ

などである。
骨は脳などの大切な器官を保護し、体に動作を起させる梃子

としても働いている。また骨は血液を製造し、鉱物質とくにカ
ルシウムなどの重要なミネラルを蓄えたり、分配したりしてい
る。尚、脳の重さは成人男性でおよそ 1.4㎏、成人女性でおよ
そ 1.25㎏である。

循環器系（the circulatory tract）とは、心臓、動脈、静脈
より成り、血液を体中の器官や組織に運び、再びそこから血液
を運び出すという役目をもったものをいう。血液は右心室から
肺動脈を通って左右の肺に入る。そこで二酸化炭素が捨てられ、
酸素が取込まれる。酸素に富んだ血液は左心房を経て左心室に
入り、そこから大動脈に押し出され、体中に流れていく。体の
組織に酸素を届け、二酸化炭素や老廃物を受取った血液は静脈
に入り、大静脈を経て右心房から右心室に戻っていく。

動脈・静脈・毛細血管の総延長は 300㎞位になる。心臓は毎
分５ℓ位の血を体の各部に送っており、その量は一日約７ｔと
なる。また心臓は西洋ナシのような形をして、こぶし大の大き
さの筋肉の塊りである。重さは 350 ｇ位で、これが一生の間に
約 23 万トンの血を体のすみずみに送っているという優れもの
である。尚、平均的な脈拍数は新生児で毎分 130 回、成人で毎
分 70 回ほどである。

消化器系（the digestive tract）とは、食べ物が口より入り
肛門から出て行くまでの消化管と、膵臓、肝臓、胆のうで構成
された系をいう。口に入り歯で噛み砕かれた食塊は、まず唾液
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の作用を受ける。唾液は舌の下にある舌下腺、顔の両横にある
耳下腺、そして下顎の下にある顎下腺で主に作られる。食道を
通過して胃に入った食物は、胃酸とその他の多くの消化酵素の
作用を受け、糊状のかたまりに変化し、十二指腸へと送込まれ
る。そこでは膵臓から分泌される多くの消化酵素や、肝臓から
の胆汁の働きによって、更に細かく消化される。十二指腸から
空腸、回腸へと進み、ここまでに吸収された栄養分は血管をと
おって肝臓に運ばれる。

そして残りの混合物は大腸、盲腸、結腸、直腸へと進み、最
後に肛門を経て排泄される。この過程で混合物中の水分の多く
は吸収される。肛門からの排泄物は、食物中の主として繊維か
ら成る不消化物質と、腸内で食物の消化を助けるバクテリアで
構成されている。

神経系（the nervous tract）とは、脳及び脳からの命令を伝
え、逆に体からの連絡を送ってくる神経で構成された系をいう。
神経系は中枢神経系と末梢神経系とに分けられる。中枢神経は
脳、脳幹、脊髄から成り、末梢神経系は脳髄および脊髄と体の
ほかの部分とを結ぶすべての神経で出来ている。脳幹からは脳
神経と呼ばれる 12 対の神経が出ている。脊髄からは 31 対の脊
髄神経が出て身体組織を通り、皮膚や筋肉を含む多くの部分に
達している。

神経には多くの機能がある。そのうち最も重要な 2 つは、外
界の情報を脳に伝える感覚機能と、その情報に対して反応する
よう筋肉に命令する運動神経機能である。神経にはまた、交感
神経と副交感神経とがあり、これらは反対の働きをすることで
神経系の機能の微妙な調整をはかっている。呼吸、心臓の鼓動、
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胃の活動、勃起、射精、発汗、血圧、手足への血液の循環など
はみな、このふたつの神経により調節されている。個々の神経
は長い枝状をした神経細胞（neuron）が、鎖のようにつなが
れて出来ている。その枝状のものは秒速 100m の速さで、体か
ら脳に信号を伝達している。

尚、括約筋（sphincter）とは、収縮したり弛緩したりして、
体の内の通路を開閉している筋肉繊維をいう。膀胱や直腸の括
約筋のように意識的に制御されるものと、胃の出口の括約筋の
ように意識とは関係なく働くものがある。

内分泌系（the endocrine tract）とは、ホルモンを作り出し
体内に送込む内分泌腺からなる器官の総称をいう。これに対し
て、汗、唾、大小便などの分泌物が体外に出ていくことを外分
泌という。最も中心的な内分泌腺は頭蓋の底部にあるえんどう
豆ほどの大きさの下垂体である。下垂体は成長ホルモンを作る
ことによって骨の生育を促し、また他の内分泌線が作るホルモ
ンを促進させるホルモンも分泌する。

その他の内分泌腺としては甲状腺、副甲状腺、睾丸または卵
巣からなる性腺、副腎、胎盤、膵臓がある。これらは特有のホ
ルモンを分泌している。ホルモンとは、生体器官の機能を調
節する血液中の化学物質をいい、アドレナリン、インスリン、
コーチゾンなどがある。また植物ホルモンにはインドール酢
酸（auxin）、ジベレリン、カイネチンなどがある。人工合成さ
れたオーキシンのジクロロフェノキシ酢酸は除草剤として使わ
れ、ジベレリンは受粉前の花に作用させて種なし果実を作るの
に使われる。尚、アデノシン 3 リン酸とは、アデニンとリボー
スから成るアデノシンに、3 分子の燐酸が結合した物質をいう。


